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シンポジウム「モバイル’19」ポスター発表用執筆手引き*
同時投稿希望者は口頭発表用執筆手引きをご参照下さい
神戸　学1), 神戸　文子1)，神戸　太郎2)
1) 港島大学理工学部，2) 港島大学文学部
概要: この執筆手引き・原稿サンプルは、シンポジウム「モバイル’19」のポスター発表での原稿執筆および提出に関する注意が記載されています。なお、ポスター発表でモバイル学会誌への同時投稿を希望される方は口頭発表用の執筆要項と原稿サンプルを参考にして下さい。
Keywords: keyword1, keyword2, keyword3, keyword4 and keyword5　（※5個まで、基本は小文字）
キーワード: キーワード1, キーワード2, キーワード3, キーワード4, キーワード5（※5個まで）
1. はじめに 

シンポジウム「モバイル’19」のポスター発表では、原稿を電子ファイル（Word、PDF等、以下、原稿と称します）で作成していただき、学会事務局に提出していただきます。使用言語は日本語または英語です。なお、ポスター発表では、未発表のものだけでなく、他学会主催の講演会などで既発表のものも募集します。
シンポジウム論文集は、モバイル学会のWebサイトよりダウンロードにて提供されます。
2. 同時投稿について
ポスター発表申込と同時に「モバイル学会誌」への論文投稿（同時投稿）を申し込むことができます。同時投稿の場合、提出いただいた論文原稿がそのままモバイル学会誌への投稿原稿となりますので、原稿執筆は、ポスター発表用ではなく、口頭発表用の執筆手引きおよび原稿サンプルに従って作成して下さい。また発表申込の際に、「同時投稿を希望する」を選択して下さい。
3. 原稿の体裁
ポスター発表用の原稿は、3.1以降の体裁に従って作成し、提出して下さい。モバイル学会のWebサイトより原稿サンプルの電子ファイルをダウンロードして原稿を作成して下さい。原稿提出時のファイルサイズは特に制限しませんが、ファイルサイズがあまりに大きい場合はファイルサイズの調整をお願いする場合があります。なお提出された原稿に体裁や変換ミス等の誤りがある場合は学会事務局で修正する場合があります。
3.1 ページ設定･規定ページ数
原稿は、A4用紙にして1～6ページです。A4用紙の余白は上下25㎜、左右20㎜とします。原稿の各ページのフッター中央部にページ番号(Arial　11pt)を1から始めて下さい（このページ番号は学会事務局で通し番号に付け替えます）。黄色マーカー部の奇数ページのフッター右部に発表者名を和文で、偶数ページのフッター左部に英文でそれぞれ記載して下さい。ヘッダー/フッターの他の項目については、原稿サンプルのものをそのまま設定して下さい。
3.2 タイトル部

タイトル部については下記の項目の順に1段組みで記載して下さい。
・和文論題(ゴシック, 18ポイント(pt), 中央揃)

・和文著者氏名(P明朝など, 12pt)

・和文所属(P明朝など, 10pt)

・概要(数行程度, 9pt, 左揃) 

・Keywords (up to five, 9pt, 左揃)

・キーワード(5個まで, 9pt, 左揃) 
連名者がいる場合、発表者には和文氏名の左側に○を付けて下さい。なお、既発表の場合は、1ページ目の左段下脚注に既発表であることを記載するとともに、参考文献にも文献名等を記載して下さい。
3.3 本文

本文は2段組みで作成し、文字フォントはP明朝、文字サイズは9pt、行間は15ptを原則としますが、段幅を越えた図表や2段通しの図表の組み込みも可とします。章の番号は10pt、 Arial、タイトルは10pt、 ゴジック体、センタリングとします。英数字にはピッチ可変( proportional font ) の文字フォントをお勧めます。
3.4 図表の記入
図表にはタイトル（明朝、 9pt、センタリング）を付け、また図表の番号を、図1、図2、…、表1、 表2、…、あるいはFig. 1、Fig. 2、…、Table 1、Table 2, … のように通し番号を付けて下さい。
3.5 謝辞･参考文献など
本文に続いて、謝辞、参考文献等を配置して下さい（謝辞については省略可能です）。
(1) 引用箇所の記載
本文中での参考文献の引用は、引用箇所に[1]、[2]、[4-6]などのように付けて下さい。

(2) 文献の記載

参考文献は以下の体裁で本文の末尾にまとめて下さい。

・雑誌の場合[1]

著者名: 題目, 雑誌名(略記にて可), 巻, 号, 頁, (発行西暦年)

・書籍の場合[2]

著者(または編者)名: 書名(編者), 発行所, 頁, (発行西暦年)

なお、著者(または編者)名の後はコロン「:」、題目そのほかの区切りはカンマ「,」とし、発行西暦年は小括弧「( )」で囲んで下さい。

著者（または編者）名は、和文の場合[4]、姓名を列記し、カンマ「,」で区切って下さい。著者が多い場合には、代表的な著者名を記載し、その他の著者名を「他」で省略することができます。英文の場合[5]には、「名のイニシャル. 姓」を列記し、カンマ「,」や「and」等で区切って下さい。著者が多い場合には、和文の場合と同様に「et al.」で省略することができます。

謝辞
謝辞を記載される場合は参考文献の前に記載して下さい。
参考文献

[1] 著者: 題目, 雑誌名, Vol. X, No. X, pp.1-10 (2001).

[2] 著者: 題目, 編集者, 書籍名, 巻, pp.1-10, 出版社(2002).

[3] 著者: 書籍名, pp. 1-10, 出版社 (2003).

[4] 著者1, 著者2：題目、シンポジウム「モバイル’XX」, pp. 1-10 (2007)

[5] A. Author1 and B. Author2, Title, Journal, Vol. X, No. X, pp. 1-10 (2008)
なお､本研究が他学会で発表済みの内容の場合，その文献を参考文献に挙げるとともに､タイトルページの脚注で必ず明示して下さい。
4. 提出書類
シンポジウム「モバイル’19」事務局宛に、1. と2. の論文原稿を電子メールの添付ファイルとして提出してください。原稿のページ番号等の書式調整は学会事務局で行います。
1. 論文原稿: PDFファイル

2. 論文原稿: Wordファイル(.doc)
3. 著作権譲渡書(PDFファイル、もしくはFAXか郵送)
著作権譲渡書については、原著者が同著作物を再利用することに異議を申し述べることはありません。複数執筆者による著作物の場合、そのうちの一人が代表執筆者となって署名して下さい。署名いただいた著作権譲渡書は、PDFファイル化して論文原稿とともに電子メールに添付して学会事務局に送付いただくか、FAXや郵送にて送付して下さい。
原稿締切日は2019年 1月15日必着です。
〆切日に遅れた原稿は論文集に掲載できなくなります。この場合、当日に配布する資料のご用意を執筆者側にお願いします。
5. Web掲載について
発表原稿はモバイル学会のＷｅｂで公開されますこと、ご了承願います。投稿された原稿に図表等で著作物や写真の肖像権が紛れ込んでいないか等、十分に注意頂きますようお願い致します。
6. 問い合わせ先
提出書類や執筆要項に関するご質問・ご相談は、下記までお問い合わせ下さい。
〒654-8585神戸市須磨区東須磨青山2-1
神戸女子大学　家政学部　大森研究室内

特定非営利活動法人モバイル学会事務局

Phone & Fax: 078-737-2349
問合わせ先、mgo@mobilergo.com
原稿送付先mobile19@mobilergo.com
（2018年10月1日版）

*本研究は○×にて発表したものである。（既発表の場合は必ず記載し､参考文献にも記載して下さい。未発表の場合はこの脚注を削除して下さい）
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※Ｐゴシック９pt、姓名の間は半角スペース　神戸　学>

